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序
言　

東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
帝
国
日
本

）

五
三　
（

は
じ
め
に

　

二
〇
二
〇
年
六
月
二
七
日
（
土
）、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
幕
を

約
一
ヶ
月
後
に
控
え
た
東
京
の
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
、「
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
帝
国
日
本
―
食
の
交
流
か
ら

考
え
る
」
と
題
し
て
、
三
田
史
学
会
大
会
総
合
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
、
二
つ
の
報
告
お
よ
び
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な

感
染
拡
大
の
な
か
で
、
三
田
史
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
、
準
備
段
階
で
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
事
態
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
幸
い
に
も
、
両
報
告
者
に
は
口
頭
発

表
の
予
定
で
あ
っ
た
内
容
を
『
史
学
』
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
「
誌
上
開
催
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で

あ
る
。

　

報
告
者
と
そ
の
題
目
は
、
①
藤
原
辰
史
氏
（
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
准
教
授
）「
さ
つ
ま
い
も
と
帝
国
日
本
」、
②
前
田
廉
孝

氏
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
准
教
授
）「
帝
国
日
本
の
台
湾
・
関

東
州
塩
需
給
と
流
通
主
体
―
一
八
九
〇
～
一
九
一
〇
年
代
を
中
心

に
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
報
告
も
さ
つ
ま
い
も
と
塩
と
い
う
親
し

み
や
す
い
身
近
な
食
品
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
な
が
ら
、
東
ア
ジ

ア
近
代
史
に
関
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
見
解
を
披
露
し
て
い
る
。

　

日
本
の
植
民
地
教
育
史
の
分
野
に
お
い
て
、
駒
込
武
氏
が
「
地

球
の
反
対
側
か
ら
井
戸
を
掘
る
」
と
い
う
比
喩
で
、
朝
鮮
や
台
湾

の
現
地
の
状
況
に
よ
り
踏
み
込
ん
だ
研
究
の
必
要
性
を
提
唱
し
て

か
ら
、
す
で
に
四
半
世
紀
が
経
過
し
て
い（
る

）
1

。
今
回
の
よ
う
に
広

く
近
代
東
ア
ジ
ア
の
交
流
を
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
す
る
時
、
日
本

史
や
東
洋
史
と
い
っ
た
専
攻
分
野
の
境
界
は
曖
昧
に
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
東
洋
史
学

二
二
九

序
言
　
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
帝
国
日
本

─
─
食
の
交
流
か
ら
考
え
る
─
─

岩

間

一

弘

二
〇
二
〇
年
度
三
田
史
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム



史
　
　
　
学

　
第
八
九
巻

　
第
三
号

）

五
四　
（

専
攻
に
属
す
る
が
、
発
表
者
の
藤
原
氏
は
農
業
史
・
思
想
史
、
前

田
氏
は
日
本
史
・
経
済
史
を
専
攻
分
野
と
し
て
い
る
。

　

両
報
告
に
先
立
つ
前
座
と
し
て
ま
ず
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、

食
文
化
に
注
目
し
て
「
帝
国
」
お
よ
び
「
帝
国
日
本
」
を
論
じ
る

近
年
の
研
究
動
向
を
簡
単
な
が
ら
概
観
し
て
、
本
企
画
の
意
義
や

狙
い
を
論
じ
た
い
。「
食
文
化
」
の
含
意
は
多
層
的
で
あ
る
が
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
お
も
に
料
理
、
藤
原
氏
は
食
物
、
前
田
氏

は
原
料
の
次
元
に
焦
点
を
当
て
て
相
互
補
完
し
て
い
る
。
な
お
、

日
本
経
済
史
の
先
行
研
究
に
関
す
る
回
顧
は
、
前
田
氏
の
報
告
に

委
ね
た
い
。

一
、
帝
国
文
化
と
し
て
の
料
理

　

さ
て
、
世
界
史
上
に
お
い
て
帝
国
の
興
亡
が
食
文
化
に
及
ぼ
し

た
影
響
を
見
る
と
き
、
現
在
最
初
に
挙
げ
る
べ
き
一
冊
と
し
て
は
、

レ
イ
チ
ェ
ル
・
ロ
ー
ダ
ン
の
『
料
理
と
帝
国
』（Rachel Lau-

dan,  Cuisine and E
m

pire: Cooking in W
orld H

istory, Berke-
ley: U

niversity of California Press, 2013.

）
が
あ
る
。
食
の

な
か
で
も
料
理
と
い
う
分
野
に
絞
っ
て
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
世

界
の
通
史
を
俯
瞰
し
た
最
初
の
試
み
で
あ
る
こ
の
大
著（
は

）
2

、「
国

と
い
う
も
の
が
で
き
て
か
ら
、
も
っ
と
も
広
く
食
べ
ら
れ
た
食
は
、

も
っ
と
も
力
の
あ
る
政
治
的
単
位
の
食
文
化
だ
っ
た
。
そ
し
て
過

去
四
〇
〇
〇
年
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
帝
国
だ
っ
た
」
と
い
う
発

想
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
て
い（
る

）
3

。
ロ
ー
ダ
ン
の
い
う
「
帝
国
」

と
は
、「
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に
よ
っ
て
、
軍
事
的
、
政
治
的
、

経
済
的
、
文
化
的
な
力
を
世
界
の
大
き
な
部
分
に
対
し
て
及
ぼ
し

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
国
を
ひ
と
く
く
り
に
し
た
言
葉
」
で
あ

り
、「
大
国
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
広
義
の
概
念
で
あ（
る

）
4

。
こ
う

し
た
帝
国
の
食
文
化
研
究
は
以
前
か
ら
あ
り
、
例
え
ば
日
本
で
も
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
バ
ル
カ
ン
支
配
の
影
響
を
論
じ
た
黛
秋
津

は
、
帝
都
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
お
い
て
、
オ
ス
マ
ン

支
配
層
の
遊
牧
民
的
・
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
食
の
慣
習
と
、
支
配
下

に
入
っ
た
旧
・
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
領
の
地
中
海
的
な
食
の
要
素
と
の

融
合
・
洗
練
が
見
ら
れ
た
後
、
そ
の
料
理
が
帝
国
の
中
心
の
文
化

と
し
て
各
地
方
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い（
る

）
5

。

　

ま
た
、
ロ
ー
ダ
ン
は
、
成
功
し
た
帝
国
の
食
文
化
が
外
部
者
に

摸
倣
さ
れ
、
国
境
を
越
え
て
利
用
さ
れ
て
適
応
し
取
り
込
ま
れ
て

き
た
こ
と
を
論
じ
て
い（
る

）
6

。
ロ
ー
ダ
ン
の
ほ
か
に
も
、
同
様
の
人

類
史
的
な
観
点
か
ら
「
帝
国
の
サ
イ
ク
ル
」
を
論
じ
た
ユ
ヴ
ァ

ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
は
、
ロ
ー
マ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
帝
国
主
義
を
比
較
し
な
が
ら
、
帝
国
を
確
立
し
た
小
集
団

が
創
出
し
た
帝
国
文
化
が
被
支
配
民
に
受
容
さ
れ
て
、
帝
国
の
創

建
者
た
ち
が
支
配
権
を
失
っ
た
後
も
、
そ
れ
が
繁
栄
・
発
展
を
続

二
三
〇



序
言　

東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
帝
国
日
本

）

五
五　
（
二
三
一

け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い（
る

）
7

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
東
ア
ジ

ア
世
界
に
つ
い
て
は
多
く
を
語
っ
て
い
な
い
が
、
前
近
代
の
中
華

帝
国
や
そ
の
周
辺
地
域
の
食
文
化
に
関
し
て
も
大
筋
で
当
て
は
ま

り
そ
う
な
壮
大
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
「
帝
国
」
の
定
義
と
関
連
し
て
確
認
し
た
い
の
は
、
古

代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の
帝
国
の
基
本
構
造
と
し
て
、
民
族
・

文
化
の
多
様
性
と
並
ん
で
、
中
心
―
周
縁
と
そ
の
間
の
支
配
―
被

支
配
関
係
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ（
る

）
8

。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

民
族
・
文
化
が
不
均
衡
に
再
編
さ
れ
た
り
、
新
た
な
民
族
・
文
化

が
強
引
に
創
り
出
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
改

め
て
論
じ
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
現
代
の
東
ア
ジ
ア
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、

少
な
く
と
も
、
中
華
帝
国
、
西
洋
帝
国
（
イ
ギ
リ
ス
帝
国
な
ど
）、

日
本
帝
国
（
大
東
亜
共
栄
圏
）、
ソ
連
帝
国
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
に

よ
る
広
域
秩
序
の
構
築
と
そ
れ
ら
の
せ
め
ぎ
合
い
に
注
目
す
る
必

要
が
あ（
る

）
9

。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
帝
国
の
う
ち
、
中
華
帝
国
以
外
は

す
べ
て
近
代
的
帝
国
に
区
分
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
前
近
代
的
帝

国
と
近
代
的
帝
国
の
間
に
は
、
陸
の
帝
国
（
一
大
陸
に
と
ど
ま

る
）
と
海
の
帝
国
（
海
を
越
え
て
周
縁
領
土
を
支
配
す
る
）、
普

遍
的
帝
国
（
競
合
す
る
他
の
政
治
体
を
認
め
な
い
）
と
領
域
的
帝

国
（
帝
国
の
領
域
性
を
意
識
し
て
自
国
と
対
等
な
他
の
帝
国
と
競

合
す
る
）
と
い
っ
た
、
基
本
的
な
性
格
の
違
い
を
あ
る
程
度
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
に
、
帝
国
の
建
設
・
拡

大
と
並
行
し
て
領
土
・
主
権
・
国
民
を
有
す
る
国
民
国
家
の
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
近
代
の
帝
国
お
よ
び
帝
国
主
義
の

特
徴
で
あ
っ（
た

）
10

。
し
た
が
っ
て
、
帝
国
の
食
文
化
と
い
え
る
も
の

が
広
が
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
国
（
宗
主
国
）
に
お
け
る
国

民
食
・
国
民
料
理
の
形
成
と
同
時
並
行
し
て
進
ん
で
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

国
民
国
家
は
、
一
八
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
や
フ
ラ

ン
ス
革
命
か
ら
欧
米
で
出
現
し
、
二
〇
世
紀
中
葉
ま
で
に
は
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
含
む
全
世
界
で
勃
興
し
た
。

そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
国
家
が
「
国
民
料
理

（national cuisine

）」
を
創
成
し
て
外
交
の
場
で
活
用
し
、
二
一

世
紀
ま
で
に
は
そ
れ
を
対
外
的
に
宣
伝
し
て
輸
出
を
目
指
す
国
々

が
増
え
た
。
こ
の
よ
う
な
「
国
民
料
理
」
に
関
し
て
は
、
近
年
に

日
本
で
も
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い（
る

）
11

。
他
方
、
と
り
わ
け
一

九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
列
強
諸
国
に
よ

る
保
護
国
や
植
民
地
の
支
配
が
世
界
中
に
広
が
っ
た
。
そ
う
し
た

近
代
の
帝
国
主
義
・
植
民
地
主
義
が
食
文
化
に
及
ぼ
し
た
影
響
に

つ
い
て
が
、
検
討
す
べ
き
も
う
一
つ
の
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
く

る
。



史
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五
六　
（

　

こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
も
っ
と
も
研
究
が
進
ん
で
い
る
の
が
、

イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
状
況
で
あ
る
。
リ
ジ
ー
・
コ
リ
ン
ガ
ム
に
よ
れ

ば
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
食
材
交
易
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
は
、
本
国
と

植
民
地
双
方
の
食
生
活
を
変
え
て
、
世
界
各
地
で
新
た
な
食
文
化

を
育
ん
だ
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
料
理
を
衰
退
さ
せ
た
り
、
植

民
地
の
栄
養
状
況
を
悪
化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い（
う

）
12

。

リ
ジ
ー
・
コ
リ
ン
ガ
ム
は
、
植
民
地
帝
国
に
よ
る
食
糧
調
達
と
い

う
観
点
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
も
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
大
著
の

な
か
で
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
植
民
地
に
頼
っ
て
食
糧
不
足
を
解
消

で
き
た
反
面
、
植
民
地
に
食
糧
価
格
の
高
騰
を
も
た
ら
し
た
こ
と

な
ど
を
指
摘
し
て
い（
る

）
13

。

　

さ
ら
に
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｍ
・
ピ
ル
チ
ャ
ー
の
概
括
に
よ
れ（
ば

）
14

、

イ
ン
ド
在
留
の
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
風
の
流
儀
に

則
っ
た
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
・
テ
ィ
ー
の
習
慣
を
堅
持
し
、
夕
食
も
イ

ギ
リ
ス
式
の
メ
ニ
ュ
ー
を
厳
格
に
守
り
、
タ
キ
シ
ー
ド
や
イ
ヴ
ニ

ン
グ
ド
レ
ス
、
連
隊
の
晩
餐
の
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
を
帝
国
の
威
厳
を

保
つ
た
め
に
役
立
て
て
い
た
。
他
方
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
ロ
ン

ド
ン
で
は
イ
ン
ド
風
の
食
品
が
人
気
を
集
め
た
の
で
、
イ
ン
ド
在

任
中
は
イ
ン
ド
料
理
を
軽
蔑
し
て
い
た
人
々
が
、
帰
国
後
に
本
場

の
イ
ン
ド
料
理
の
知
識
を
披
露
し
た
り
、
イ
ン
ド
の
食
品
加
工
業

者
が
、
帝
国
の
威
光
を
し
の
ば
せ
る
ブ
ラ
ン
ド
名
の
カ
レ
ー
粉
や

ス
パ
イ
ス
を
製
造
・
輸
移
出
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い（
う

）
15

。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
食
文
化
の
保
守
的
な
イ

メ
ー
ジ
は
、
一
部
挑
戦
を
受
け
て
い
る
。
料
理
書
・
家
政
書
・
日

記
・
旅
行
談
な
ど
を
分
析
し
た
セ
シ
リ
ア
・
レ
オ
ン-

サ
ロ
ビ
ア

に
よ
れ
ば
、
植
民
地
期
の
イ
ン
ド
・
マ
ラ
ヤ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
は
、
現
地
の
家
政
婦
や
コ
ッ
ク
の
作
る
料
理
を

食
べ
て
お
り
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
料
理
が
融
合
し

た
「
植
民
地
料
理
（colonial cuisine

）」
に
な
っ
て
い
た
。
食

物
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
植
民
者
と
被
植
民
者
を
実
際
に
は
明
確
に

区
別
で
き
な
い
領
域
で
あ
っ
た
と
い（
う

）
16

。

　

続
い
て
フ
ラ
ン
ス
帝
国
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
ド
シ
ナ
在
住
の
フ

ラ
ン
ス
人
は
、
イ
ン
ド
在
留
イ
ギ
リ
ス
人
以
上
に
、
自
分
た
ち
の

食
べ
慣
れ
た
食
品
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ（
る

）
17

。
た
だ
し
、
そ

れ
で
も
彼
ら
は
一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
は
、
交
易
相
手
の
華
人
が

主
催
す
る
中
国
料
理
の
宴
会
に
熱
心
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い（
た

）
18

。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の
春
巻
き
（
チ
ャ
ー
ゾ
ー
（chả  giò

）、

具
材
を
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
で
包
ん
で
揚
げ
た
春
巻
き
）
は
、
フ
ラ

ン
ス
本
国
の
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
で
も
売
ら
れ
た
と
い（
う

）
19

。
と
は
い
え

一
般
的
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
が
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
人
々
を
魅
了

す
る
こ
と
は
少
な
く
、
わ
ず
か
に
米
、
熱
帯
果
物
、
カ
レ
ー
パ
ウ

ダ
ー
な
ど
が
、
異
国
情
緒
の
あ
る
「
植
民
地
食
（colonial 

二
三
二
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food

）」
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
周
縁
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
だ

け
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
の
米
の
移
入
は
一
九

三
〇
年
前
後
に
倍
増
し
た
が
、
品
質
が
悪
い
と
い
う
評
判
か
ら
そ

の
大
半
は
家
畜
の
飼
料
に
用
い
ら
れ
、
植
民
地
に
関
わ
る
圧
力
団

体
・
研
究
機
関
、
植
民
地
省
な
ど
の
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
パ
リ

で
米
粉
を
混
ぜ
た
パ
ン
（Pain de riz

）
を
広
め
る
試
み
は
失
敗

に
終
わ
り
、（
テ
ー
ブ
ル
パ
ン
に
替
わ
る
）
テ
ー
ブ
ル
ラ
イ
ス
も

一
時
的
に
し
か
普
及
し
な
か
っ
た
と
い（
う

）
20

。

　

他
方
、
一
九
世
紀
末
に
フ
ラ
ン
ス
が
ベ
ト
ナ
ム
で
即
位
さ
せ
た

親
仏
派
の
皇
帝
や
そ
の
側
近
・
高
官
な
ど
は
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
で

盛
大
な
宴
会
を
開
い
て
い
た
し
、
植
民
地
期
の
富
豪
の
な
か
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
取
り
入
れ
て
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
洗
練
さ
せ
よ
う

と
す
る
者
も
い（
た

）
21

。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
の
人
々
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

植
民
者
か
ら
取
り
入
れ
た
の
は
、
た
い
て
い
朝
食
や
デ
ザ
ー
ト
と

い
っ
た
周
辺
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
い
え（
る

）
22

。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
一
つ
の
食
品
・
嗜
好
品
か
ら
世
界
史
を
論

じ
る
試
み
に
も
興
味
深
い
成
果
が
多
い
。
例
え
ば
、
砂
糖
や
茶
に

く
わ
え（
て

）
23

、
塩
・
胡
椒
・
ト
ウ
ガ
ラ
シ
・
醤
油
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・

バ
ナ
ナ
・
コ
ー
ヒ
ー
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
世
界
史
が
意
欲
的

に
描
か
れ
て
き
て
い
る
。
と
く
に
茶
に
関
す
る
研
究
は
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
く
、
一
七
～
一
九
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
が
帝
国
文
化
と
し

て
中
国
茶
を
吸
収
し
、
一
九
世
紀
後
半
に
茶
が
中
国
の
飲
物
か
ら

イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
飲
物
と
な
り
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前

半
に
は
植
民
地
イ
ン
ド
・
セ
イ
ロ
ン
産
の
茶
が
イ
ギ
リ
ス
本
国
・

植
民
地
へ
と
市
場
を
広
げ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
も
茶
が
イ

ギ
リ
ス
帝
国
に
不
可
欠
の
役
割
を
果
た
し
、
戦
後
に
は
茶
が
帝
国

商
品
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
商
品
へ
と
位
置
づ
け
直
さ
れ
た
と
い
う
歴

史
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い（
る

）
24

。
帝
国
史
や
世
界
史
を
論
じ

る
こ
と
が
で
き
る
食
品
は
、
ま
だ
ほ
か
に
も
あ
る
だ
ろ
う
。

二
、
台
湾
・
朝
鮮
・
満
洲
―
帝
国
日
本
の
食
文
化
交
流

　

以
上
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
帝
国
に
関
す
る
食
文
化

史
の
研
究
状
況
と
比
べ
る
と
、
日
本
帝
国
の
「
植
民
地
料
理
」

「
植
民
地
食
」
の
実
態
や
、
日
本
食
が
帝
国
領
域
内
で
ど
れ
ほ
ど

広
ま
っ
て
い
た
か
な
ど
に
つ
い
て
、
全
容
の
解
明
は
ま
だ
不
十
分

な
段
階
に
あ
る
。
し
か
し
、
帝
国
日
本
の
植
民
者
が
「
台
湾
料

理
」
な
ど
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
植
民

地
と
し
て
支
配
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
食
文
化
を
軽
ん
じ
、「
マ

レ
ー
シ
ア
料
理
」
の
発
展
を
妨
げ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
と

論
じ
ら
れ
て
い（
る

）
25

。
そ
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
、
日
本
の
帝

国
食
文
化
の
著
し
い
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
帝
国
内
で
植
民
地
の

料
理
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、
そ
れ
が
積
極
的
に
発
展
さ
せ
ら
れ
た

二
三
三
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こ
と
を
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

帝
国
日
本
の
「
植
民
地
料
理
（
植
民
地
食
）」
と
し
て
、
し
ば

し
ば
和
・
洋
・
中
・
朝
が
混
合
し
た
「
台
湾
料
理
（
台
湾（
食

）
26

）」、

「
朝
鮮
料
理
（
朝
鮮（
食

）
27

）」、「
満
洲
料
理
（
満
洲（
食

）
28

）」、
そ
し
て
そ

れ
ら
を
も
包
摂
し
た
「
日
本
料
理
（
日
本
食
）」
の
形
成
過
程
が

明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

例
え
ば
、
一
九
〇
三
年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
内
国
勧
業
博
覧

会
で
は
、
台
湾
総
督
府
が
台
湾
館
お
よ
び
台
湾
料
理
店
を
設
置
し
、

「
台
湾
料
理
」
を
宣
伝
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
二
年
に
台
湾
を

訪
れ
た
皇
太
子
（
後
の
昭
和
天
皇
）
も
、
一
九
四
三
年
に
訪
台
し

た
東
条
英
機
首
相
も
、「
台
湾
料
理
」
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。

ま
た
、「
朝
鮮
料
理
」
の
最
初
の
近
代
的
な
レ
シ
ピ
集
『
朝
鮮
料

理
製
法
』（
一
九
一
七
年
初
版
）
が
、
独
立
運
動
家
の
愛
国
啓
蒙

運
動
に
感
化
さ
れ
た
朝
鮮
人
栄
養
学
者
の
方
信
栄
に
よ
っ
て
執
筆

さ
れ
て
、
植
民
地
期
の
朝
鮮
で
増
補
・
再
版
を
重
ね
て
い
た
。
朝

鮮
料
理
に
対
し
て
日
本
人
が
無
関
心
で
あ
っ
た
と
い
う
通
説
も
覆

さ
れ
て
お
り
、
キ
ム
チ
・
ソ
ル
ロ
ン
タ
ン
・
カ
ル
ビ
な
ど
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い（
た

）
29

。
さ
ら
に
、
一
九
三
二
年
に
日
本
の
関
東
軍
が

傀
儡
国
家
「
満
洲
国
」
を
建
国
す
る
と
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社

や
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
が
中
心

に
な
っ
て
、「
満
洲
国
」
独
自
の
食
文
化
の
形
成
を
目
指
し
、
ヤ

マ
ト
ビ
フ
テ
キ
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
、
高
梁
の
菓
子
な
ど
の
名

物
を
作
り
出
し
た
。

　

指
摘
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
な
か
で
「
朝
鮮
料
理
」
は
被

植
民
者
の
民
族
主
義
を
象
徴
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
は

対
照
的
に
「
台
湾
料
理
」
は
二
〇
世
期
初
頭
か
ら
、「
満
洲
料

理
」
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
、
現
地
の
被
植
民
者
よ
り
も
日
本
人

の
植
民
者
に
よ
っ
て
喧
伝
さ
れ
る
料
理
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
目

立
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
二
年
に
皇
太
子
が
台
北
で
「
台

湾
料
理
」
を
食
べ
、
一
九
四
〇
年
正
月
に
天
皇
・
皇
后
が
東
京
で

満
洲
お
よ
び
中
国
大
陸
の
食
べ
物
を
召
し
あ
が
っ
た
の
は
、
日
本

帝
国
の
統
合
強
化
を
目
指
す
儀
礼
と
し
て
理
解
で
き（
た

）
30

。

　

総
じ
て
、
日
本
帝
国
の
植
民
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
帝

国
の
植
民
者
に
比
べ
る
と
、
植
民
地
の
料
理
・
食
品
に
対
す
る
関

心
が
高
く
、
多
く
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、

本
国
の
日
本
が
植
民
地
の
台
湾
・
朝
鮮
と
同
じ
東
ア
ジ
ア
圏
に
属

し
た
の
で
食
文
化
の
類
似
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
日
本
が

西
洋
列
強
か
ら
遅
れ
て
極
東
に
植
民
地
を
建
設
し
て
小
帝
国
を
築

い
た
時
代
、
食
の
分
野
で
は
日
本
料
理
よ
り
も
中
国
料
理
の
方
が

世
界
的
に
普
及
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
ら
れ（
る

）
31

。

　

他
方
、
日
本
帝
国
圏
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
、
日
本
料
理
（
日

本
食
）
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
以
上
に
大
規
模
な
海
外
進
出

二
三
四
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を
遂
げ
て
、
日
本
人
以
外
に
も
あ
る
程
度
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
料
亭
は
、
現
地
料
理
も
取
り
入
れ

て
、
現
地
エ
リ
ー
ト
の
接
待
に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。
日
本
料
亭

は
現
地
の
高
級
料
理
店
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
反
面
、
日
本
帝
国
主

義
の
象
徴
と
し
て
反
感
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら

日
本
の
帝
国
文
化
の
伝
播
・
浸
透
や
そ
の
限
界
を
伺
え
る
だ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
台
湾
で
は
す
で
に
日
本
の
領
有
直
後
か
ら
、
官
員
や

軍
隊
に
随
行
し
て
渡
台
し
た
日
本
の
民
間
人
が
日
本
料
理
店
を
営

ん
で
い
た
。
お
も
な
顧
客
は
日
本
人
で
あ
っ
た
が
、
台
湾
現
地
の

人
々
で
も
上
流
階
層
の
一
部
は
日
本
料
理
店
で
食
事
を
し
た
り
宴

会
を
催
し
た
り
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
八
年
、
地
元
の
有
力
実

業
家
・
辜
顕
栄
（
後
に
日
本
の
貴
族
院
勅
選
議
員
）
は
、
最
高
級

の
日
本
料
亭
「
梅
屋
敷
」
の
広
大
な
庭
園
で
盛
大
な
園
遊
会
を
開

い
て
、
総
督
を
含
む
日
本
・
台
湾
の
官
紳
約
七
〇
〇
名
を
招
待
し

た
。
台
湾
で
は
、
日
本
料
亭
も
中
国
（
台
湾
）
料
理
を
出
し
、
中

国
料
理
店
（
酒
楼
）
も
日
本
料
理
（
お
よ
び
日
本
酒
・
日
本
ビ
ー

ル
な
ど
）
を
出
す
よ
う
に
な
っ（
た

）
32

。
台
湾
に
お
い
て
、
高
級
料
亭

で
提
供
さ
れ
る
日
本
料
理
は
統
治
階
級
の
象
徴
で
あ
っ
た
が
、

「
鋤
焼
」「
刺
身
」「
沢
庵
」「
味
（
素
）
噌
汁
」
な
ど
は
、
一
般
的

な
料
理
屋
・
食
堂
で
も
出
さ
れ
て
広
ま
っ（
た

）
33

。
さ
ら
に
、「
和
漢

料
理
」（
台
湾
風
の
日
本
料
理
）
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
で
き
て
、

台
湾
風
の
寿
司
、
天
ぷ
ら
、
お
で
ん
、
茶
碗
蒸
し
な
ど
が
普
及
し

て
家
庭
料
理
に
も
採
り
入
れ
ら
れ（
た

）
34

。

　

軍
隊
・
官
僚
・
商
人
の
進
出
と
と
も
に
、
日
本
料
亭
は
台
湾
・

朝
鮮
・
中
国
・
満
洲
・
南
洋
の
都
市
へ
と
広
が
っ
た
。
例
え
ば
、

日
中
全
面
戦
争
を
戦
っ
た
日
本
軍
兵
士
に
と
っ
て
さ
え
も
、
御
馳

走
と
は
刺
身
・
天
ぷ
ら
・
日
本
酒
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
代
末
に

は
北
京
・
上
海
な
ど
の
日
本
人
街
の
料
理
屋
に
も
、
瀬
戸
内
海
産

の
鮮
魚
が
鉄
道
や
船
で
大
量
に
輸
送
さ
れ
て
、
売
春
と
と
も
に
兵

士
の
最
大
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
た
と
い（
う

）
35

。

　

ほ
か
に
も
重
要
な
こ
と
に
、
一
つ
の
食
物
の
普
及
に
焦
点
を
あ

て
て
、
日
本
帝
国
の
支
配
の
拡
大
・
深
化
を
論
じ
る
研
究
が
新
た

な
知
見
を
切
り
開
い
て
い
る
。
ま
ず
は
米
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は

報
告
者
・
藤
原
辰
史
氏
の
『
稲
の
大
東
亜
共
栄
圏
』
を
紹
介
し
て

お
き
た（
い

）
36

。
藤
原
氏
は
、
台
湾
で
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
の
「
蓬
莱
米
」

を
育
成
し
た
農
学
者
・
磯
永
吉
の
功
績
な
ど
を
批
判
的
に
検
証
し
、

稲
の
品
種
改
良
が
日
本
の
植
民
地
統
治
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
に
日
本
経
済
の
牽
引
役
と
な

っ
て
い
た
化
学
工
業
が
、
植
民
地
の
農
村
を
化
学
肥
料
の
市
場
と

し
て
と
ら
え
る
な
か
で
、
改
良
品
種
の
稲
は
植
民
地
の
在
来
品
種

に
比
べ
る
と
、
購
買
肥
料
に
依
存
し
な
い
と
反
当
の
収
量
を
増
や

二
三
五
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せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
帝
国
日
本
の
農
学
・
農
事
行
政
は
、
日

本
へ
移
出
す
る
米
の
た
め
に
日
本
企
業
な
ど
の
生
産
す
る
高
価
な

化
学
肥
料
に
依
存
す
る
し
か
な
い
品
種
の
稲
の
栽
培
を
植
民
地
に

普
及
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
大
航
海
時
代
の
「
生
態

学
的
帝
国
主
義
（ecological im

perialism

）」（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

帝
国
が
征
服
地
に
持
ち
込
ん
だ
生
物
や
種
子
が
在
地
の
生
態
環
境

を
変
え
て
征
服
に
力
を
貸
す
こ
と
）
の
後
継
、
さ
ら
に
は
一
九
六

〇
代
に
本
格
化
し
た
「
緑
の
革
命
」（
ア
メ
リ
カ
の
多
国
籍
バ
イ

オ
企
業
な
ど
が
低
開
発
地
域
の
共
産
化
を
防
ぐ
目
的
で
、
高
収
量

品
種
の
導
入
や
化
学
肥
料
の
大
量
投
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
穀
物
の

大
量
増
産
を
達
成
し
た
こ
と
）
の
先
駆
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
味
の
素
」（
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
の
影
響
圏

が
、
日
本
帝
国
に
よ
っ
て
強
く
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
味
の
素
の
販
路
は
日
本
帝
国
の
勢
力
圏
と
重
な

り
合
い
、
満
洲
の
大
豆
を
原
料
と
し
た
味
の
素
が
植
民
地
市
場
に

移
出
さ
れ
た
。
味
の
素
は
、
日
本
帝
国
圏
で
日
常
品
と
し
て
広
く

認
知
さ
れ
た
反
面
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
中
国
や
戦
後
の
韓
国

で
は
日
本
帝
国
主
義
へ
の
民
族
主
義
的
抵
抗
と
結
び
つ
い
た
政
治

的
な
商
品
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
味
の
素
は
、
日
本
帝
国
圏
を
超
え

て
ア
メ
リ
カ
に
も
輸
出
さ
れ
て
缶
詰
製
造
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
が

軍
隊
に
も
導
入
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
と
と
も
に
影
響
を

拡
大
し
て
い
っ（
た

）
37

。

　

こ
う
し
た
日
常
品
の
普
及
か
ら
は
、
日
本
帝
国
圏
内
に
完
結
し

な
い
複
数
の
帝
国
圏
（
中
華
圏
・
ア
メ
リ
カ
圏
）
に
ま
た
が
る
食

品
の
国
際
移
動
の
実
態
も
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
渡
っ
た
多
く
の
移
民
が
パ

イ
ン
栽
培
に
従
事
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
彼
ら
が
台
湾
に
招
聘
さ

れ
て
パ
イ
ン
栽
培
を
指
導
し
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
パ
イ
ン
産

業
が
発
展
し
た
台
湾
か
ら
沖
縄
に
台
湾
人
が
や
っ
て
き
て
パ
イ
ン

栽
培
を
移
転
さ
せ
、
そ
の
こ
と
が
戦
後
の
沖
縄
に
お
け
る
「
パ
イ

ン
ブ
ー
ム
」
の
基
盤
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
パ
イ
ン
が
ハ
ワ
イ
・

台
湾
・
沖
縄
で
同
様
に
伝
統
的
な
作
物
と
し
て
認
識
さ
れ
、
地
域

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
関
わ
る
農
産
物
と
な
っ
た
歴
史
的
経

緯
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い（
る

）
38

。

　

一
般
的
に
帝
国
に
お
い
て
は
、
中
心
―
周
縁
間
の
支
配
―
被
支

配
関
係
が
強
固
な
反
面
、
周
縁
同
士
の
つ
な
が
り
は
弱
い
と
さ
れ

る
が
、
パ
イ
ン
産
業
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
る
複
数
の
帝
国
圏
の

「
周
縁
」
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
帝
国
内
・
帝
国
間
に
お
け
る
多

方
向
・
多
中
心
的
な
交
流
に
つ
い
て
は
、
経
済
史
の
分
野
が
も
っ

と
も
豊
富
で
精
緻
な
研
究
成
果
を
生
み
出
し
て
き
て
い（
る

）
39

。
例
え

ば
、
平
井
健
介
氏
の
『
砂
糖
の
帝
国
』
は
、
砂
糖
・
製
糖
業
を
通

じ
て
日
本
の
植
民
地
経
済
の
相
互
関
係
、
対
本
国
（
日
本
）
関
係
、

二
三
六
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対
帝
国
外
（
ア
ジ
ア
）
関
係
の
連
関
を
考
察
し
、
ジ
ャ
ワ
糖
お
よ

び
植
民
地
糖
の
過
剰
供
給
が
ど
の
よ
う
に
解
消
さ
れ
た
の
か
を
分

析
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
帝
国
の
製
糖
業
は
国
際
競
争
力
が

乏
し
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
台
湾
・
南
洋
諸
島
・
沖
縄
で
は
基
幹
的

産
業
、
北
海
道
・
樺
太
・
満
洲
国
で
は
農
業
集
約
化
の
た
め
の
指

導
的
産
業
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
市
場
を
め
ぐ
っ
て
「
帝
国

内
分
業
」
と
は
異
な
る
「
帝
国
内
相
剋
」
と
い
う
べ
き
状
況
が
生

じ
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す

る
「
帝
国
外
地
域
へ
の
依
存
」
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い（
る

）
40

。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
概
観
し
て
き
た
帝
国
日
本
に
お
け
る
食
の
交
流
と
い

う
観
点
か
ら
、
本
誌
上
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
提
出
さ
れ
た
論
説
を
紹

介
し
て
お
き
た
い
。

　

藤
原
辰
史
氏
の
論
考
は
、
代
表
的
な
救
荒
作
物
で
あ
る
さ
つ
ま

い
も
が
、
近
代
日
本
の
下
層
社
会
と
植
民
地
の
歴
史
の
な
か
で
た

ど
っ
た
道
筋
を
跡
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
藤
原
氏
は
、
南
洋
（
東

南
ア
ジ
ア
）・
中
国
・
日
本
を
結
ん
で
伝
わ
る
さ
つ
ま
い
も
に

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
先
触
れ
を
見
た
作
家
・
木
村
毅
の
主
張
な

ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ス
ペ
イ
ン
帝
国
の
拡
大
と
と
も
に
日
本
に

伝
来
し
た
さ
つ
ま
い
も
が
、
今
度
は
日
本
帝
国
の
拡
大
に
よ
っ
て

台
湾
の
「
民
食
」
と
な
り
、
そ
こ
で
栽
培
環
境
が
研
究
さ
れ
る
と

い
う
、「
食
べ
も
の
を
め
ぐ
る
植
民
地
史
の
重
層
性
」
を
指
摘
し

て
い
る
。
し
か
し
、
藤
原
氏
の
論
考
は
そ
れ
以
上
に
、
稲
・
米
を

中
核
に
書
か
れ
た
日
本
史
を
こ
え
て
、
米
以
外
の
主
食
を
食
べ
て

暮
ら
し
て
い
た
人
々
の
歴
史
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

藤
原
氏
が
「
食
の
研
究
の
醍
醐
味
」
と
す
る
「
く
ら
し
か
ら
歴
史

の
深
い
部
分
へ
と
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
」
が
冴
え
て
、
多
く
の

読
者
が
新
鮮
な
知
見
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

前
田
廉
孝
氏
の
論
考
は
、
塩
を
テ
ー
マ
と
し
て
植
民
地
産
食
料

の
日
本
本
国
に
お
け
る
流
通
・
消
費
の
知
ら
れ
ざ
る
実
態
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
台
湾
や
関
東
州
で
生
産
さ
れ
た
植
民
地

塩
は
、
天
日
塩
田
を
利
用
し
て
煎
熬
工
程
を
要
さ
な
か
っ
た
た
め

に
灰
な
い
し
は
茶
の
色
が
つ
き
、
白
色
の
内
地
塩
に
比
べ
る
と
安

い
が
品
質
は
劣
っ
た
。
植
民
地
塩
の
日
本
本
国
に
お
け
る
消
費
は
、

一
八
九
〇
年
代
に
は
曹
達
製
造
、
一
九
一
〇
年
代
に
は
醤
油
醸
造

の
た
め
の
工
業
用
原
料
と
し
て
は
じ
ょ
じ
ょ
に
拡
大
し
た
が
、
食

料
向
け
の
消
費
は
内
地
産
品
と
同
質
化
す
る
必
要
か
ら
タ
イ
ム
ラ

グ
が
生
じ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
か
ら
本
格
的
に
拡
大
し
た
。

前
田
氏
の
論
考
は
、
輸
移
入
開
始
当
初
に
お
け
る
台
湾
塩
・
関
東

州
塩
間
お
よ
び
関
東
州
塩
間
相
互
の
熾
烈
な
競
争
の
結
果
と
し
て
、

二
三
七
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植
民
地
塩
の
供
給
能
力
と
内
地
塩
に
対
す
る
代
替
性
が
向
上
し
て
、

一
九
一
〇
年
代
か
ら
内
地
に
お
け
る
植
民
地
塩
の
依
存
率
が
上
が

っ
た
過
程
を
論
証
し
て
い
る
。
植
民
地
塩
の
流
通
業
者
間
の
寡
占

競
争
が
近
代
日
本
料
理
の
醤
油
味
や
塩
味
を
安
価
に
維
持
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
食
の
交
流
の
実
態
解
明
に
は
経
済
史
分
析
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、「
日
本
」
や
「
我
が
国
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
食
育

を
批
判
的
に
論
じ
た
藤
原
辰
史
氏
は
、
隣
国
理
解
の
方
法
と
し
て

の
食
育
の
効
用
を
強
調
し
て
お（
り

）
41

、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

も
大
い
に
賛
同
し
た
い
。
今
回
の
誌
上
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
、
食

の
帝
国
史
、
帝
国
の
料
理
や
食
の
研
究
が
、
日
本
を
含
め
た
東
ア

ジ
ア
の
異
文
化
交
流
に
新
た
な
光
を
当
て
ら
れ
る
可
能
性
を
見
い

だ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
し
て
近
現
代
日
本
が
ア
ジ
ア
に
与
え

て
き
た
影
響
、
ア
ジ
ア
か
ら
受
け
て
き
た
影
響
の
大
き
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

二
三
八

註（
1
）　

駒
込
武
『
植
民
地
帝
国
日
本
の
文
化
統
合
』
岩
波
書
店
、
一
九

九
六
年
、
一
〇
頁
、
駒
込
武
「「
帝
国
史
」
研
究
の
射
程
」『
日
本

史
研
究
』
四
五
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
二
二
四
～
二
三
一
頁
。

（
2
）　

南
直
人
「〈
学
界
動
向
〉
食
の
歴
史
研
究
の
現
状
と
課
題
―
レ

イ
チ
ェ
ル
・
ロ
ー
ダ
ン
『
料
理
と
帝
国
―
食
文
化
の
世
界
史
：
紀

元
前
二
万
年
か
ら
現
代
ま
で
―
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
六

年
）」『
京
都
橘
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』（
文
学
研
究
科
）
一
五
号
、

二
〇
一
七
年
三
月
、
一
～
一
一
頁
。

（
3
）　

レ
イ
チ
ェ
ル
・
ロ
ー
ダ
ン
著
（
ラ
ッ
セ
ル
秀
子
訳
）『
料
理
と

帝
国
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
八
頁
。

（
4
）　
「
帝
国
」
を
定
義
す
る
の
に
最
も
重
視
さ
れ
る
の
は
、
支
配
領

域
が
広
大
な
こ
と
、
し
ば
し
ば
拡
大
志
向
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

他
方
、
皇
帝
に
よ
る
統
治
は
、
共
和
制
期
の
フ
ラ
ン
ス
や
一
九
世

紀
末
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
帝
国
」
の
必

須
の
要
件
と
は
な
ら
な
い
。「
帝
国
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
木
畑

洋
一
「
帝
国
と
帝
国
主
義
」、
木
畑
洋
一
・
南
塚
信
吾
・
加
納
格

『
シ
リ
ー
ズ
「
二
一
世
紀
歴
史
学
の
創
造
」
第
四
巻　

帝
国
と
帝
国

主
義
』
有
志
舎
、
二
〇
一
二
年
、
一
～
五
四
、
山
本
有
造
「「
帝

国
」
と
は
な
に
か
」、
同
編
『
帝
国
の
研
究
―
原
理
・
類
型
・
関

係
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
、
三
～
三
〇
頁
な
ど
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）　

黛
秋
津
「
バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
食
文
化
と
帝
国
的
秩
序
―
オ
ス

マ
ン
帝
国
の
支
配
と
ト
ル
コ
料
理
の
分
布
と
の
相
関
関
係
」『
食
生

活
科
学
・
文
化
及
び
環
境
に
関
す
る
研
究
助
成
研
究
紀
要
』
二
五
、

二
〇
一
〇
年
度
、
一
一
九
～
一
二
六
頁
。

（
6
）　

レ
イ
チ
ェ
ル
・
ロ
ー
ダ
ン
（
前
掲
）『
料
理
と
帝
国
』、
八
頁
。

（
7
）　

ユ
ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
（
柴
田
裕
之
訳
）『
サ
ピ
エ
ン
ス

全
史
―
文
明
の
構
造
と
人
類
の
幸
福
』
上
、
河
出
書
房
、
二
〇
一

六
年
。

（
8
）　

木
畑
洋
一
（
前
掲
）「
帝
国
と
帝
国
主
義
」、『
帝
国
と
帝
国
主

義
』。
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（
9
）　

松
浦
正
孝
「
一
国
史
・
二
国
間
関
係
史
か
ら
ア
ジ
ア
広
域
史

へ
」『
国
際
政
治
』
一
四
六
号
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
一
～
二
〇

頁
。
た
だ
し
、
平
和
的
な
秩
序
の
維
持
を
「
帝
国
」
の
役
割
と
し

て
重
視
す
る
観
点
か
ら
、「
大
日
本
帝
国
」
を
「
帝
国
」
と
は
見
な

さ
な
い
考
え
方
も
あ
る
（
岡
田
英
弘
『
岡
田
英
弘
著
作
集
２　

世

界
史
と
は
何
か
』
藤
原
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
二
四
二
頁
な
ど
）。

（
10
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）「
帝
国
と
帝
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主
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帝
国
と
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前
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帝
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」
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に
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帝
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を
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概
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さ
れ
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が
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あ
り
、
そ
れ
が
な
い
国
民
国
家
が
拡
大
し
て
他
民
族
・
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す
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。
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。
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篤
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Ｍ
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史
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Ｔ
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
一
五
一
～
一
五
八
頁
。

（
15
）　

イ
ギ
リ
ス
人
が
カ
レ
ー
を
自
国
料
理
と
し
て
い
っ
た
過
程
に
つ

い
て
は
、
リ
ジ
ー
・
コ
リ
ン
ガ
ム
（
東
郷
え
り
か
訳
）『
イ
ン
ド
カ

レ
ー
伝
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
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滄
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植
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